
主 催：とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ
（指定管理者 一般財団法人とよなか男女共同参画推進財団）

お問合せは すてっぷ担当：事業課 まで

＜休館日：水曜日＞

〒560-0026 豊中市玉井町1-1-1-501

電 話 : 06-6844-9773

FAX : 06-6844-9706

http://www.toyonaka-step.jp/

配布期限 2017（平成29）年10月21日
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https://ssl.form-mailer.jp/fms/d6e96677530612

尊重しあえる
夫婦・パートナー関係

～傷つけない・傷つかないコミュニケーション～

夫婦・パートナーは、一番身近な他人。
「わかってほしい」「わかっているはず」
そんな気持ちから、相手の言葉に傷ついたり、傷つける言葉を相
手にぶつけたり…。
そんな二人の関係を、ちょっと違う視点で見直してみませんか？

日時 ： 10月21日（土） 13：00～16：00
会場 ： すてっぷ セミナー室１

講師 ：加藤伊都子（ﾌｪﾐﾆｽﾄｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ堺）

対象 ： テーマに関心のある女性

定員 ： 20人（先着順）

申込方法 ： 電話、 FAX（裏面）またはWEBフォームでお申込みください

★よくある一言★

すてっぷゼミナール２０１７ part１

日本国憲法施行70年 人と地域を元気にする男女共同参画

すてっぷ2017

誰のおかげで
食べれてるね
ん!?
子育ては母親
の責任やろ！

なんで休みの
日に寝てばっ
かりなん？
私だって疲れ
てるねん！

http://www.toyonaka-step.jp/


受講料無料・一時保育あり（有料）

10月21日（土）13:00～16:00

すてっぷゼミナール2017

講座名
尊重しあえる夫婦・パートナー関係

日時 2017年10月21日（土）
13：00～16:00

（ふりがな）

お名前 年齢 歳

ご住所 〒

電話番号 メールアドレス

@toyonaka-step.jpのメールを受信できるよう迷惑メール等の
設定解除をお願いします。

一時保育の申し込みは下記もご記入ください（〆切：10/13） 一時保育料：子ども1人につき５４０円 ※講座受講前に現金でお支払いください。

（持ち物）手拭きタオル・着替え・お茶 ※持ち物にはすべて名前を書いてください。

子どもの
なまえ

ひらがな 年齢

歳 ヶ月

保育の経験は？
どちらかに

☑をつけてください

□はじめて
□経験あり

アレルギー
の有無

あり ・ なし
ありの場合（ ）

トイレ・おむつ おむつを（ している ・ していない ）
トイレを （ いえる ・ いえない ）

FAX送信先：06（6844）9706

☆提供された個人情報は、すてっぷ主催事業の運営や募集案内の目的においてのみ使用し、他の目的には一切使用しません。
☆豊中市内在住等を問わず、どなたでもお申し込みいただけます。 ☆申込後にキャンセルされる場合は、必ずご連絡ください。

尊重しあえる
夫婦・パートナー関係

加藤伊都子（かとう いつこ）

フェミニストカウンセリング堺所属。認定フェミニストカウンセラー。
フェミニストカウンセリング堺および自治体の相談室でフェミニストカウンセリン
グを行うほか、女性のための自己主張・自己尊重トレーニングのグループトレー
ナー、サポートグループ・ＣＲなど、女性のための語り合いグループのファシリ
テータ活動を行う。
主な著書に『私は私。母は母。 あなたを苦しめる母親から自由になる本』（すば
る舎）、『母娘かんけい～二年間の語り合いを終えて』グループスイトピー著、
『私を語ることばに出会って』（新水社）など。

講師
紹介

男女共同参画の多様なジャンルからテーマを絞り、理解を深める講座が「す
てっぷゼミナール」です。
2017年度のテーマは、「暴力を許さない社会づくり」です。暴力は、身体
的なものだけではありません。精神的、経済的、性的なものも含みます。
10月は夫婦・パートナーという親密な関係を見直す講座、11月に厳しい状
況で生きる10代の少女たちのために大人は何ができるかを考える講座（11
月24日(金)14:00～16:00、講師：上間陽子(琉球大学)）を実施します。

すてっぷ
ゼミナール

女性に対する暴力をなくす運動（11月12日～25日）＜主唱：内閣府ほか＞
夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為
等女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであり、男女共同参画社会を形成し
ていく上で克服すべき重要な課題である。

mailto:s.fujiike@toyonaka-step.jp

